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特長 
 非同期リセットまたはプリセット  

 同期リセットまたはプリセット  

 D フリップフロップのオプションのアレイ 

 バス入力設定が可能 

概要説明 
D フリップフロップは、デジタル値を保持します。 

D フリップフロップの用途 
順序回路を実装する際に使用します。 

入出力接続 
このセクションでは D フリップフロップの様々な入力および出力接続について説明します。I/O 項目のアスタリスク 
(*) は、その I/O が説明に挙げられた条件において、回路シンボルに表示されない場合があることを示します。 

d – 入力 
この入力は次の出力値を決定します。出力は次のクロックの立ち上がりエッジまで変更されません。 

clock – 入力 
クロック信号が出力値の変更のタイミングを決定します。出力はクロックの立ち上がりエッジが検出されると変更さ

れます。 

D フリップフロップ 
1.20 
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ar – 入力 * 
非同期のリセット。この入力が真である場合には、出力はクロックの立ち上がり エッジを待つことなく、即時に偽に

変わります。非同期リセットは、クロック信号の状態に関わらず動作します。この入力は、PresetOrReset パラ

メータが Asynchronous Resetに設定された場合にのみ、現れます。 

ap – 入力 * 
非同期のプリセット。この入力が真である場合には、出力はクロックの立ち上がりエッジを待つことなく、即時に真

に変わります。非同期プリセットは、クロック信号の状態に関わらず動作します。この入力は、PresetOrReset 
パラメータが Asynchronous Preset に設定された場合にのみ、現れます。 

sr – 入力 * 
同期のリセット。この入力が真の場合、出力はクロックの立ち上がりエッジで偽に変更されます。この入力は、

PresetOrReset パラメータが Synchronous Reset に設定された場合にのみ、現れます。 

sp – 入力 * 
同期のプリセット。この入力が真の場合、出力はクロックの立ち上がりエッジで真に変更されます。この入力は、

PresetOrReset パラメータが Synchronous Reset に設定された場合にのみ、現れます。 

q – 出力 
D フリップフロップの保持値。 
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コンポーネント パラメータ 
D フリップフロップを回路図上にドラッグし、ダブルクリックして Configure ダイアログを開きます。 

 
D フリップフロップは次のパラメータを提供します。 

ArrayWidth 
入力または出力がバスの場合に、バス接続できるように D フリップフロップのアレイを作成できます。このパラメータ

は d および q 端子のバス幅を定義するもので、値は、1 から 32 の間で設定する必要があります。デフォルトは 1 
です。 

MultiPresetReset 
このパラメータはプリセットおよびリセット入力がバスとして実装されるかどうか、ArrayWidth のサイズ（true の場

合）、またはシングルビットとして実装されるかどうか（false の場合）などを制御します。 

PresetOrReset 
このパラメータは、非同期プリセット（ap）入力または非同期リセット（ar）、同期プリセット（sp）入力、または同期

リセット（sr）を表示するかどうかを制御します。デフォルトは None です。 

配置 
同じ UDB内にあるすべての D フリップフロップ コンポーネントは、同じ arまたは ap入力を使用します。同じ PLD
内にあるすべての D フリップフロップ コンポーネントは同じクロック信号でクロッキングする必要があります。UDB コ
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ンポーネントを配置する際にディレクティブを使用する場合は、これらの制限に従わなければなりません。配置ディ

レクティブが指定されない場合、フィッターはその配置アルゴリズムに従って UDB コンポーネントを配置します。 

リソース 
D フリップフロップは、ひとつのマクロセルを使用します。ArrayWidth パラメータが 1 より大きい場合、D フリップフ
ロップは ArrayWidth と同数のマクロセルを使用します。 

機能の説明 
D フリップ フロップは PLD マクロセルに配置します。マクロセルのフリップフロップはすべて電源を入れた際と、デバイ

スをリセットした後に 0 の値に初期化されます。 

非同期プリセットおよびリセットはマクロセルに実装されています。同期プリセット(SP)は、次の論理式にしたがって

実装されています。 
Q = D | SP 

同期リセット(SR)は、次の論理式にしたがって実装されています。 
Q = D & ~SR 

表 1. 1-ArrayWidth D フリップフロップの真理値表 

プリセット リセット D Q 

0 - 0 0 

0 - 1 1 

1 - X 1 

- 0 0 0 

- 0 1 1 

- 1 X 0 

真理値表の「X」の文字は、入力が出力に影響しないことを示します。 

DC 電気的特性と AC 電気的特性 
DFF コンポーネントは最大のデバイス周波数をサポートします。 
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コンポーネントの変更履歴 
ここでは、過去のバージョンからコンポーネントに加えられた主な変更を示します。 

バージョン 変更の説明 

1.20.a データシートのマイナーな編集と更新 

1.20 同期リセットおよびプリセットオプションを追加 

MultiPresetResetパラメータを追加 

データシートのマイナーな編集と更新 

1.10 NeedAPおよびNeedARパラメータをPresetorResetパラメータで置換。 
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